
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆最近元気がない人に 
「この頃どう？」の声かけをしませんか？ 
 
◆1人で悩まないで周りの人に 
 相談しませんか？ 
 
◆「こんなのおかしい！」と 
 声をあげませんか？ 
  
■ハラスメントは人権侵害であり、健康に働く権利を奪

う労働問題です。また、子どもたちの教育に重大な影響

をもたらす教育問題でもあります。 
セクハラ・パワハラを見逃さない職場を作りましょう。

 全教女性部は、２００８年９月～

11月、職場でのセクハラ・パワハラ
の実態を明らかにし、ハラスントの

ない職場をつくっていくために全国

の教職員へのアンケート調査を実施

し、５８９２人の回答がありました。

  全日本教職員組合・女性部 
  〒102-0084 東京都千代田区二番町１２－１ 
  ＴＥＬ 03-5211-0123 ＦＡＸ 03-5211-0124 
   Ｅメール zenkyo@zenkyo.org 

★どんなパワハラを受けたか？ 

人前で怒鳴られた、無視された 

どのようなパワハラ行為を受けたか
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適切でないﾀｲﾐﾝｸﾞや場所で指示、指導を受けた（子どもや保護

者大勢の前など）

適切でない表現で指示、指導を受けた（人格否定、差別的発

言、怒鳴るなど）

暴力や無視、陰口など

職務上必要でない、または適切でない仕事を押し付けられた

年休や生理休暇など正当な権利行使を認められなかった

私生活について非難、批判、不当な言動などがあった

結婚･出産･育児などに対する不当な言動があった

意図的に過剰な仕事を与えられた、または与えられなかった

解雇（転職・退職）をせまる、任用を継続しないなどと受け取れ

る言動

組合加入の是非（止めろ・入るな）について言われた

その他

★こんなことがあってい

いの？ 
・・パワハラ自由記述より・・
○生徒や職員の前で頭をたたかれる。 
○「お前は馬鹿だ」と怒鳴られる。 
○妊娠について心無いことを言われ

る。妊娠中にプール指導を強制された。

○つわりがひどく休みがちだったとき

「気持ちの問題」と言われた。 
○妊娠中、流産の恐れがあるので実技

代替をお願いしたが拒否された。 
○土・日の部活を育児・介護の理由で

回数を減らしたら、「家庭のことを投げ

捨てでもやれ」と言われた 
○年休や生休を認めない。 
○挨拶しても無視され、仕事の内容を

教えてくれない。 
○「早くやめるのをみんなが待ってい

る」と言われた。 

だれにパワハラの相談したか
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★誰に相談したか？ 

４割近い人が同僚に相談。しかし、 

相談しないで悩んでいる人も１割 

矢継ぎ早の「教育改革」のもとで教

育委員会や管理職による締めつけが

強くなっています。教員評価制度やそ

れにもとづく賃金リンクの導入、「学

力テスト」などによる学校間の競争な

ど、教職員は長時間過密労働の中で常

にストレスにさらされています。こう

した政策が学校現場におけるハラス

メントの増加につながっています。 

すでに兵庫県教育委員会や和歌山

県では「防止指針」が作られています。

当局に「パワハラ防止指針」をつくら

せ、多忙化の解消、教職員定数増、競

争と管理の教育政策の見直しなど早

急な改善を求めて行動しましょう。 

ハラスメント解決のために、組合は

大きな力になります。 アンケート

結果の概要



 
 

[Ｂ]学校種別 男性 女性 全体 

1 小学校  154 1942 2096 

2 中学校 32 491 523 

3 高校 240 1930 2170 

4 障害児学校 32 726 758 

5 幼稚園  0 2 2 

6 その他 1 1 2 

n ＮＡ 0 28 28 

 男性 女性 全体

10 代 0 2 2 

20 代 60 475 535 

30 代 106 936 1042 

40 代 203 1623 1826 

50 代 157 2005 2162 

60 代 14 92 106 

ＮＡ 0 69 69 

１、回答者の年代  ２、回答者の学校種別

どのようなセクハラ行為を受けたか
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容姿、年齢、私生活などを話題にされた

結婚、妊娠・出産に関することを話題にされたり非難された

「おばさん」「女の子」などと呼ばれた

卑猥な内容の話を聞かされたり、卑猥な行動を見せられた

必要以上に接近されたり、わざと身体に触られた。

性的なからかいの対象にされたり、性的なうわさを流された

理由なく、じろじろと見られた

性別を理由に仕事や役割を限定された

女性（男性）ということを理由にお酌や飲酒を強要されたり席を限定さ

れた

性的な内容の電話、手紙、メールなどを受けた

食事、デート、旅行，酒席などに執拗に誘われた

カラオケでのデュエットやチークダンスなどを強要された

性的関係を強要された、またはその誘いを受けた

ストーカー行為などの犯罪的行為を受けた

雑誌などの卑猥な写真や記事をわざと見せられたり、裸などのポス

ターなどを職場に貼られた

その他

★セクハラを受けた人が８,３％ 
 

ア セクハラを受けた 443人（8.3％） 
イ セクハラを見聞きした 620人（11.6％） 
ウ セクハラの相談を受けた 204人(3.8％) 

★ どんなセクハラを受けたか？ 

いやな思いをしている人がこんなにいます 

★セクハラ「同僚に相談が」３割「誰

にも相談していない」が３割もいる

★同僚からのセクハラが 

いちばん多い！ 
誰から受けたかについて 
 
１、「同僚」（53.1％） 
２、校長（16.４％）、 
３、教頭（14.1％） 
４、主幹・主席（8.１％） 

★こんなことがあっていいの？ 

   ・・セクハラ自由記述より・・ 

 
○結婚・出産が当たり前のように言われ、結婚をなぜしない 
 のか理由を聞かれた。 
○からだに触ったり、ホテルに行こうと誘われた。 
○酒の席でのチークダンスの強要、ウエストやお尻を触られ 
 た。 
○メール、電話など執拗にかけてくる。 
○容姿やからだのサイズを話題にする。 
○生徒が壁や黒板など壊した時「修理費をからだで払え」と 
 いわれた。 
○風俗店に行ったことを話す。 
○男性教員に「お前が集団レイプされても俺は助けない」と 
 揶揄された。 
○受付をしたとき「受付は若い子がいいな」と言われた。 
○「妊娠する時期に配慮がない」と校長から言われた 
○男性教員が更衣室でなくみんなのいるところで着替える。 

だれにセクハラの相談をしたか
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友人

組合

家族

病院･カウンセラーなどの相談機関

行政などの相談機関

相談していない

その他

★パワハラを受けた人が１１,８％ 
 

  ア パワハラを受けた 665人（11.8％） 
  イ パワハラを見聞きした 670人（11.8％） 
  ウ パワハラの相談を受けた 210人（3.7％） 
 

★パワハラを受けた相手は、 

校長など管理職からのパワハラ

がいちばん多い 
 

１、校長（37.6％） 
２、教頭・副校長（24.9％） 
３、同僚（19.2％） 
４、主幹・主席（7.1％） 
 


